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『風姿花伝第一』「年来稽古条々」 
―行く先の手立てとは― 
Continuity and Adaptation in Aging: Creating Pragmatic Perspective 
for Regimen through Years in The Fūshi-Kwaden 
 
式町 眞紀子 1） 
Makiko Shikimachi 
 ［要旨］  アスリートを支えるトレーニング理論が、加齢に伴う個々の身体能力を補償するまで科学的かつ合理的に充実し、選手の長寿化を後押ししていると言われている。ジャンルは違えども、能の役者も、舞い・謡い・演じることに加え、重量のある装束を身に着け、消耗度の高さではアスリートに匹敵すると言えよう。しかし、能の世界では、個々の身体能力を補償し実演で成功するための方策は、スポーツのように現代科学の粋に依らずとも、既に 600年以上も前、観阿弥・世阿弥父子によって導き出され、記述され、そして相伝されていた。  本論では、その「知恵の書」にも相当する、世阿弥の二十余りある著述のひとつ、『風姿花伝第一』の「年来稽古条々」を取り上げる。役者の経年変化における身体能力の獲得と喪失に対処しつつ、ありのままの身体を尊重し、鍛練を積み重ね続けるための方策はいかなるものであったかを、今回は発達心理学の知見を援用し、論じる。 
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 1. はじめに  昨今、アスリートが以前なら引退していてもおかしくはない年齢になっても、なお現役で活躍する姿が目立ってきている。2014年 2 月に開幕したソチ冬季五輪では、スキージャンプの葛西紀明選手が、41歳にして七度目の参加を果たしている。長年の練習で培ってきた技術を磨くことはもちろん、身体づくりに対する目配りにも抜かりはない。背景には「筋力増強だけに頼らないトレーニングの浸透も選手寿命を後押ししている（日経 2014年 1 月 4 日夕刊）1）。」のような、トレーニングの現場における改革が進んでいることがあるとされている。同紙では、また、そのようなトレーニン
グ理論の進化や工夫の一例として、筋肉と神経、脳の機能をうまく連携させるトレーニング理論を実践していることから、遠路を厭わずその元を訪れるアスリートが少なからずいる小山裕史氏の事例や、さらに、最新のトレーニング理論は、個々の身体能力に合わせて進められて成果を上げてきていると紹介している。  この「個々の身体能力に合わせる」という方策は、実は最近になって見出され、始められたものではない。いまからおよそ650年前、世阿弥が書き記した『風姿花伝』における「年来稽古条々」に、既にその身体能力尊重の理念が認められる。役者の一生において、成長し、発展し、持続的に
 
1）スポーツ健康学部兼任講師 
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活躍し続けるには、ひとえに稽古を積み重ねることにあると説いている。しかし、スポーツと同じように、肉体を使う稽古も、加齢と共に若い頃と同じような内容をこなせなくなる現実に直面する。アスリートも、能の役者も、同じ境遇にあるといえよう。  その点、現代の科学と、トレーニングの支援者の技能を生かし、アスリートたちは選手寿命を延ばしているが、基本的に自己管理によってのみ、自分を築き、そして守らなければならない能の役者たちの対処法は、いったいどのようなものであったのだろうか。本論では、「年来稽古条々」を読みつつ、世阿弥当時には意識されていた、身体能力尊重の進め方を発達心理学の、なかんずく生涯発達心理学の知見を用い、検証するものである。 
 2. 『風姿花伝』について  「年来稽古条々」に入る前に、いったん「年来稽古条々」が含まれる『風姿花伝』および世阿弥の伝書（諸芸論）について主なものを、表章・竹本幹夫、『岩波講座 能・狂言II 能楽の伝書と芸論』（岩波書店刊1988年）に従って、概観しておく。  『風姿花伝』が書かれた頃は、おおよそ奥書から二期に分かれているとされ、以下のように貞治二（1363（または貞治三／1364））年の生まれとされる、世阿弥37歳頃に記され、生涯に沿って書き記された芸論の出発点とされる。以下、伝書名、奥書、執筆当時の世阿弥の年齢（ここでは貞治二年説に基づく）、の順で見ていく― 
 （1）『風姿花伝（花伝）』、応永七（1400）年、37歳 （2）『花伝増補』、応永二十五（1418）年、55歳  （3）『至花道』、応永二十七（1420）年、57歳 （4）『三道』、応永三十（1423）年、60歳 （5）『花鏡』、応永三十一（1424）年、61歳  （6）『九位』、応永三十一（1424）年、61歳  （7）『拾玉得花』、応永三十五（1428）年、72歳 
  上記のうち、今回論じる「年来稽古条々」は（1）
に含まれ、同じ時期に成立していたとされるのは第三条までである。（2）で挙げた『花伝増補』は、『風姿花伝』第七「別紙口伝」として、『風姿花伝』において、奥書に従えば執筆当初から二十年の月日を経ており、その間の世阿弥の実体験が反映されているともいえる。後嗣に伝える能楽論として、ほぼ亡父観阿弥の教えにのっとって書かれた『風姿花伝』を踏まえ、世阿弥による演能の心得と能楽論としては、（5）の『花鏡』がある。この『花鏡』はしかし、また、（2）の『花伝増補』成立期には既ににあったとも、能楽研究の分野では指摘されている。  家の教えとして、内々に継承されてきた世阿弥による能の伝書は、これまでのところ二十余りに上ると確認されているが、当時の厳然たる身分階層差別の社会状況にあって、一介の芸能者が文字を操り、稽古や能のあり方を入念に書き残しているエネルギーのすさまじさに驚かされる。この書き残そうとする意欲は、あくまでも一座のためであるが、はたして、役者として登場し、その最期は未だ謎に包まれているものの、役者として生き抜いた世阿弥の身体が書かせたとも思えてくる。 
 3. 『風姿花伝第一』「年来稽古条々」  以下、 7 歳に始まる 7 つの区分に従った本文を検討して行く。前述したように、『風姿花伝』本文は、これまでの国文学研究の研究過程が反映されている諸本が、専門の研究者から一般の読者向けにひろく出されているが、読みやすさと、原文の雰囲気を尊重し、今回は、表章他復本校注・訳『新編日本古典文学全集』2）に従った。原文に続き、内容理解の手立てとしては、現代語訳ほどの厳密性はここでの目的ではないので、原文の趣意を阻害しない程度の「大意」にとどめた。  3.1 「七歳」  一、この芸において、大かた七歳を以て初めとす。このころの能の稽古、かならず、その者自然とし出だす事に、得たる風体あるべし。舞・はたらきの間、音曲、もしくは怒れる事などにてもあ
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れ、ふとし出ださんかかりを、うちまかせて、心のままにせさすべし。さのみに「よき」「悪しき」とは教ふべからず。あまりにいたく諌むれば、童は気を失ひて、能物くさくなりたちぬれば、やがて能は止まるなり。  ただ、音曲・はたらき・舞などならではせさすべからず。さのみの物まねは、たとひすべくとも、
教ふまじきなり。大場おおにはなどの脇の申楽には立つべからず。三番・四番の、時分のよからんずるに、得たらん風体をせさすべし。 
  【大意】能の芸の習い始めはだいたい 7 歳ぐらいである。このぐらいの年頃では、稽古の折、その子がみずからやりだすことの中に、得意なことがあるものだ。それが舞・謡など何であれ、その子のやりたいように任せて、横からあまり細かく口を挟まないこと。さもないと、子供のやる気に水を差すようなこととなり、せっかくの、その子の役者としての芽を摘みかねないからだ。稽古の主眼も、謡や所作、舞などの各要素にとどめ、人前で演じる時には、その日の番組も半ばを過ぎた、子供にとって演じやすい頃合いや芸を選んでさせるべきである。 
  世阿弥の芸論から何やら飛躍するようだが、ひとまずさきに、この稽古（ないしは、何かを習得するための鍛練）開始年齢と、手ほどきをする際の教える側の心得として、少々長くなるが、次の一節を紹介したい。 
  Notwithstanding, I would not have them 
enforced by violence to learn, but according to the 
counsel of Quintillian to be sweetly allured 
thereto with praises and such pretty gifts as 
children delight in. And their first letters to be 
painted or limned in a pleasant manner, wherein 
children of gentle courage have much delectation. 
[…] But there can be nothing more convenient 
than by little and little to train and exercise them 
[…], and giving them somewhat that they covet 
or desire, in most gentle manner to teach them to 
ask it again in Latin. And if by this means they 
may be induced to understand and speak Latin, if 
shall afterwards be less grief to them, in a manner, 
where they understand the language wherein it is 
written.  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  The office of a tutor is first to know the nature 
of his pupil, that is to say, whereto he is most 
inclined or disposed and in what thing he setteth 
his most delectation or appetite. 
  これは、15世紀末から16世紀初頭のイングランド宮廷はヘンリー 8 世に仕え、時の神聖ローマ帝王カール  5  世の治世にイングランド大使を拝命した、サー・トマス・エリオット（1490-1546）による、政治・教育及び倫理各論の書、The Book 
Named the Governor (1531) 
3）のうちの、教育論の一節である。知育・徳育・体育の分野をまんべんなく学び、未来の“nobleman”すなわち真の貴族を育てるための指南書だが、ここでは当時の必須科目であるラテン語の教育の導入について述べている。（下線は筆者による。）  下線を引いたところに着目して内容をかいつまめば、まず、学習開始年齢は、7 歳あたりとしていること。そして、無理やり教え込もうとするのではなく、子供の意欲や関心など、主体性に任せ、ここではもちろんラテン語だが、母語ではないラテン語に対するアレルギー反応を起こさないように「話す（聞く）」ことから優しく手ほどきし、やがて「書かれたものを理解する」ということ、すなわち「読んで理解する」ということに無理なくつなげていくことを説いている。さらに一行あけて、“tutor”すなわち指導者たる者の心得として、第一に、教え子の資質を知ることを挙げている点が興味深い。その子が最も興味をそそられるもの、またその子がもっとも楽しみ、好んで行うことを把握することだと言っている点である。  エリオットと世阿弥それぞれに影響関係がないことは言うまでもないが、奇しくもこのふたりの
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主張は、たとえば世阿弥では「その者自然とし出だす事に、得たる風体あるべし。」とあるように、子供の主体性を尊重し、その子その子の特質を尊重する点で、一致を見せている。かつて教わる側であった者が、いざ教える側に立つようになり、自身の経験に裏打ちされた言葉に説得力があるのは、共通している。世阿弥も、父であり師である観阿弥との関係は、年齢が上がるに従い、芸の成就のために厳しくなったのであろうと、残された伝書から推察されるのとは対照的に、この無垢な頃は、のびのびとしておおらかこの上ない。指導者、つまり大人の都合や意向という型に、無理に子供をはめ込まないことが肝要と、子供に向けているようでいて、その実大人に対する警告から、年来稽古の条は始まっているともいえよう。  稽古開始年齢が共に  7  歳あたりになっている点も興味深いものがある。昨今では、早期教育として、特定の知識や技能を 3 歳ごろから始める子供も多く見受けられ、将来的な成功のためには、臨界期（または敏感期）を外しては成功率が下がり、早ければ早いほど良いという一種の神話が横行しているが、絶対音感など特殊な能力を除いて、実際それは、神話の域を出ない。（日本発達心理学会（以下JSDP）2012）4）。  音楽の早期教育という点に絞ってみれば、例えば、ジャンルは異なるが、演奏家としても技量を誇ったクラシックの作曲家群を見ると、モーツァルト、ベートーヴェン、ショパンなどは 4 歳で、ヘンデルやリストなどが 7 歳、バッハは10歳より前ぐらい、という状況である。稽古開始年齢もさることながら、彼らは、父や家族などの身近な存在が指導者だったという点で、モチベーションの維持がなされ、家庭内での稽古も保障されたことが、才能をさらに伸ばす要因となったとも考えられる（Lhemann 1997）5）。  7 歳頃を始めとする説は、経験値としてはじき出されたのであろうが、後年の発達心理学の領域において望ましい時期として検証されていることも、見逃せない。例えばピアジェは、0 歳から11・
12歳までの乳幼児～児童期を、思考と行為の関連
性から大きく四段階に区分しており、0 － 2 歳の、行動即ち思考を表す「感覚運動期」、思考に一貫性のない、2 － 7 歳の「前操作期」、7 ・ 8 －11・12歳の「具体的操作期」、11・12歳以後は「形式的操作期」としている。さらに、立体的かつ構造的に、空間を捉えることができるようになったり、自分の思考過程をもとに、仮説の遂行を試みたりするようになるのは、8 歳あたりにその兆候を見せ、11・12歳あたりから深化するともしており、（Piaget 1961（1958）、1997（1956））6-8）、世阿弥やエリオットらが経験し、継承した教育過程は、その昔から、子供の発達過程に即していたといえよう。  ピアジェが提唱した認知発達の学説に対しては、近年、再検証と再評価が行われているが、ここではともかく、7 歳が、ちょうど前操作期と具体的操作期の境に位置づけられていることに注目したい。ちなみに、この「操作」という概念は、一般的な用法と定義は異なり、「頭の中で、論理に従って情報を区分し、結合し、変形すること」を指す（首藤 2013）9）。言い換えれば、「対象変換活動としてその機能は、一般に『知能』とよばれているものに対応する（JSDP 2012）。」10）とも理解し得る。「自然とし出だす事」の強みと、次なる欲求、すなわち具体的にあれこれ細かい技をしたくなるし、できるようになりつつある時期が、まだ未分化であるが、その分飛躍の可能性も秘めていることにもなる。そこで、見守る側が、その子のモチベーションを損なわないように努めることが肝要になる。長く厳しい修行たる稽古の始まりにあたり、あくまでも、その器たるありのままの子供を尊重することが求められる。  なお、この年頃は、知識と評価というふたつの側面が含まれる自己概念である「自尊感情」が出現する時期に近い。この「自尊感情」を含む自己概念の形成と発展について、これまで積極的に検証を続けてきたハーターは、自分の運動能力や、性格・気質など、自己を形成する各要素に対する自己評価は、幼児期からその兆しを示すものの、それらを客観的に捉える能力が確立するのはだい
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たい 8 歳前後と位置付けている（Harter 2012）11）。ハーターは、おもにモチベーションの根幹として自尊感情に注目したが、自尊感情とは、自己を見つめることによって、自己を受容し、発展的には自己を生かすということにつながることとも取れる。ハーターが指摘するのはあくまでも確立時期であって、それは幼少期に始まるが、当然そこで途切れるものではなく、人間の生涯に渡って影響してくる概念である。その点も押さえ、「四十四五」・「五十有余」の項で考察する際のよすがとしたい。 
 3.2 「十二三より」  この年の頃よりは、はや、やうやう声も調子にかかり、能も心づく頃なれば、次第次第に物数をも教ふべし。  まず、童形なれば、何としたるも幽玄なり。声も立つ頃なり。二つの便りあれば、悪き事は隠れ、よき事はいよいよ花めけり。大かた、児の申楽に、さのみに細かなる物まねなどはせさすべからず。当座も似合はず、能も上がらぬ相なり。ただし、堪能になりぬれば、何としたるもよかるべし。児といひ、声といひ、しかも上手ならば、何かは悪かるべき。  さりながら、この花はまことの花にはあらず。ただ時分の花なり。されば、この時分の稽古、すべてすべて易きなり。さるほどに、一期の能の定めにはなるまじきなり。この頃の稽古、易き所を花に当てて、わざをば大事にすべし。はたらきをも確やかに、音曲をも文字にさはさはと当たり、舞をも手を定めて、大事にして稽古すべし。 
  【大意】この年頃になると、声も音程が安定し、また、能の芸が何たるかについても相応に理解できるようになるので、少しずつレパートリーを増やしていくのが良い。稚児らしいみめかたちなので、何をやらせてもつい、目を細めてしまいたくなるような趣がある。また、声もよく通り、これら二つの強みを合わせ持つがゆえに、短所は隠れ、長所はいよいよ際立って来
るのだ。しかし、これは、能の芸における確固たる美ではない。たまたまその年頃の持つ恩恵に与っているのに過ぎないことを、芸の力と読み違えてはならない。この頃を以て、以後の役者としての才の有無を決めてはならない。 
  巷では、幼児教育の一環から、果ては大人になってからも、趣味の一環で「お稽古事をする」という言い方をするが、この「年来稽古」が言うところの稽古は、そのような軽い気持ちで取り組むおおかたの習い事の範疇を超え、やがて役者として一本立ちするため、それによって生き抜くために究めなくてはならない鍛錬、すなわち修行に相当する。前述のピアジェの説によれば、この年頃になると、具体的対象から抽象的対象までと発展的に、論理的にものごとを捉えるようになる時期でもあるから、レパートリーを増やし始めるタイミングともなる。  思考力が伸びてくる時期だけではなく、少年期（児「ちご」とは、容姿の整った少年の意）の、初々しい外見上の持ち味を最大限に生かすことに、芸の仕上がりの狙いがある。持って生まれた身体の特質に乗って、「何としたるも幽玄なり」と断言されているように、「舞台に居る、ただそれだけで良い」状況がこの時期の少年役者によって作り出されるが、一方、才に走ってはならないと注意を促していることも見逃せない。身体がなお発展途上にあることを忘れ、才能に任せてあまり細かい芸に囚われてしまうと、「能が上がらぬ相」、すなわち、これから先に目指すべき芸の上達に障るというのである。アクセルを踏み続けるように、ありのままの身体の発露を尊重し、また優先してきたこれまでの芸の方策から、このあたりで、少しずつブレーキをかけ始める術を意識するように、説かれる。  よく通る美声や、優艶な容姿などの若さの特性は、『至花道』では「えも言われぬ趣き」の意で「幽風」と少し表現を変えながらも言及されているが、いわば「授かりもの」であって、必しも自ら努力を重ねて手に入れたものではない。しかも、「時分
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の花」と、恒久性の対極にある。それでも、役者としてあり続けなければならず、じきに迎える身体の変化に対応し得るよう、この時点で、謡であれ所作であれ、およそ能の芸を形成する要素すべての基本に立返り、丁寧に取り組むように念を押している。 
 3.3 「十七八より」  この頃はまた、あまりの大事にて、稽古多からず。まづ、声変りぬれば、第一の花失せたり。体も腰高になれば、かかり失せて、過ぎし頃の、声も盛りに、花やかに、易かりし時分の移りに、手立てはたと変りぬれば、気を失ふ。結句、見物衆もをかしげなる気色見えぬれば、恥かしさと申し、かれこれ、ここにて退屈するなり。  この頃の稽古には、ただ、指をさして人に笑はるるとも、それをばかへりみず、内にては、声の届かんずる調子にて、宵・暁の声を使ひ、心中には願力を起して、「一期の境ここなり」と、生涯にかけて能を捨てぬより外は、稽古あるべからず。ここにて捨つれば、そのまま能は止まるべし。 
 そうじて、調子は声によるといへども、横鐘おうしき・盤渉ばんしきを以て用ふべし。調子にさのみかかれば、身形に癖出で来るものなり。また、声も年寄りて損ずる相なり。 
  【大意】17・8 歳になる頃にはさまざまな困難が待ち受けており、これまでのように稽古をこなすわけにはいかなくなる。まず、声変わりが生じ、体つきも大きくなる。幼少の時分のように、容易に立ち行かなくなることに直面し、意欲も削がれてしまう。その上、観客の視線も妙に気になる頃であり、心身共に、芸に対して向き合うことが辛くなるのである。しかし、そのような状況にあるからこそ、声に無理のかからない音域で、周りの目も気にせず、ただひたすら稽古に励むべきである。さもなければ、そこで芸は止まり、役者としての将来を自ら塞いでしまうことになる。 
 
 身体の機能が劇的に変わるということで、この年頃に、いわば第一の危機を迎える。声変わりや身長が目立って伸びる成長期が、たとえ数え年として引き算しても、このように17・8 歳とされていることには、やはり違和感を覚える。ただしその伏線として、前項において「今はよくても、それは今だからこそ」、という意味合いで、あらかじめ身体条件の危うさが指摘されていることからも、ひろく十代始めから半ばの時期ぐらいと捉えるのが、妥当かもしれない。  ところで、この身体の異変ともいえる危機的状況は、役者としての成長の途上にあるがゆえに、先行きの不透明感さを、いっそう強めかねない。この間までの、「児といひ、声といひ、しかも上手ならば、何かは悪かるべき」という夢のような状況が、足元から音を立てて崩れ去るほどの衝撃、それが「大事」、困難を指す。自分の身体であるのに、自分の身体ではないようなもどかしさ。身体の変化のみならず、こころの変化も、この時期訪れる。むろん、こころの問題は、何もこの時期だけではなく、ひとりの人間として一生ついて回るものであるので、ここでは役者としての第一の危機における、自己の喪失と修復の時期とみなすべきかもしれない。  それまで当たり前にできたことが、当たり前のことでなくなり、まるでそれまでの自分が否定されるような、途方もない喪失感に襲われるのもこの時期が最初だろう。しかも、役者における他者の目、すなわち観客の反応が自尊感情を牽引していた向きもあれば、ここにきて、身体の変化を契機に、こころまでもが飲み込まれることを覚悟しなければならないのである。原文にある「結句」の語釈に関しては、表章氏が、世阿弥の他の用例と照らし合わせた上で、「その上」と取るのが適当であるとしている（表 2007）12）。自分の身体ですら持て余している状況に加え、他人もこんな自分を冷笑しているのではないか、自意識過剰なまでの反応がここに示されている。  それは、十代の少年にとって、孤独で過酷な戦いにほかならない。「人に笑はるるとも、それをば
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かへりみず」、変声期の不安定な声に負担をかけないことを最優先して、ひたすら稽古に打ち込むしかない。ただ、飲み込まれる一方ではなく、その時期に適した稽古法で乗り切らねばならないと、役者としてこの先はない、と言う。このくだり、他に選択の余地はないものと冷徹に突き放すようでいて、しかし、「調子にさのみかかれば、身形に癖出で来るものなり。また、声も年寄りて損ずる相なり。」と結んでいる点では、一方的にスパルタ教育を強いているわけではない面を見せている。「調子」は、のちの能楽論『花鏡』が「一調 二機 三声」と切り出されているように、能の根本の筆頭として重視されているものであるが、ここでは、「今できることを無理なくすること。下手に規則に縛られていては、見た目を印象付ける姿勢にも、後々の声にも、悪い影響を与えてしまう。」と付け加え、常に長い目で取り組む必要性を説いている。これは、その時々の身体の、言うなれば弱点でもある特性を、素直に受け止めることを説いていると取れよう。  長い目で見ることの大切さは、舞台から姿を消すというなかば強制的な物理的処理によって、実行される。 
  「梅若志長君は中学 1 年生。観世流シテ方の能楽師の家に生まれ、3 歳の時から稽古を積んできた。（中略）声変わりの年齢が近づくと子方を卒業し、しばらく表舞台から身を引くのが、能楽の習いである。（中略）この静かな沈黙の年月に本人が何を吸収するかで、その先の道は分かれるだろう。静かな試練の始まりである。ここで初めて「自分で考え、自分の心と体を制御する術」を学ぶ。」（日経 2013年11月 3 日）13） 
  子供から大人へ。駆け足で上ってきた役者としての階段の、最初の踊り場に立たされたわけである。何よりも身体を最優先に守る体制に入り、これからさらに上を目指すための準備段階に入るのである。前述の自尊感情が下がる時期と重なるこの数年は、授かりものの身体を、いったん無かっ
たものとすることに匹敵する。少年期の終わりは、いわば次の段階へ再生するために、不可避の死に相当しよう。復活のよろこびが訪れるか否かは、この数年をいかに過ごすかに掛かっている。 
 3.4 「二十四五」  この頃、一期の芸能の定まる初めなり。さるほどに、稽古の境なり。声もすでに直り、体も定まる時分なり。されば、この道に二つの果報あり。
声と身形み な りなり。これ二つは、この時分に定まるなり。年盛りに向かふ芸能の生ずる所なり。 
 さるほどに、よそ目にも「すは、上手じょうず出いでで来たり」とて、人も目に立つるなり。もと名人などな
れども、当座の花にめづらしくして、立合たちあい勝負しょうぶにも一旦勝つ時は、人も思ひ上げ、主ぬしも上手と思い染むるなり。これ、かへすがへす主のため仇あだなり。これも、まことの花にはあらず。年の盛りと、見る人の一旦の心のめづらしき花なり。まことの目利きは見分くべし。  この頃の花こそ初心と申す頃なるを、極めたる
やうに主ぬしの思ひて、はや申楽に側みたる輪説りんぜつをし、至りたる風体をする事、あさましき事なり。たとひ、人も褒め、名人などに勝つとも、「これは一旦めづらしき花なり」と思ひ悟りて、いよいよ物ま
ねをも直すぐにし定め、名を得たらん人に事を細かに問ひて、稽古をいや増しにすべし。されば、時分の花をまことの花と知る心が、真実の花になほ遠ざかる心なり。ただ、人ごとに、この時分の花に迷ひて、やがて花の失するをも知らず。初心と申すはこの頃の事なり。  一、公案して思ふべし。我が位の程をよくよく心得ぬれば、それ程の花は一期失せず。位より上の上手と思へば、もとよりありつる位の花も失するなり。よくよく心得るべし。 
  【大意】この年頃は、能の芸の根本を支える「声」と「身体」が落ち着き、一人前の役者として、充実した時期を確実に送るための「始まり」の時期である。ゆえに、ここで改めて、稽古に対する心構えを見つめなければならない。たと
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え、人から褒められ、芸競べに臨み、名人の誉れも高いライバルの役者に勝ったとしても、それをさも不動の実力と勘違いするような態度は、芸の本質を見誤らせてしまう。この時期はまだ、芸の出来不出来も一貫しない、未熟な時期である。だからこそ、わが手本と仰ぐ名人に細かく教わり、全身全霊で稽古に打ち込むほかないのだ。虚心に自分の芸と向き合うこと。自分の能力を客観的に見つめることができない役者は、せっかく有する自身の持ち味さえも、台無しにしかねない。 
  十代後半の嵐のような時期が過ぎ、身体が出来上がってようやく表舞台に戻って数年を経た二十代半ばは、精神によっていかに身体をコントロールするかということが肝要とされている。人の耳によく届く安定した声と、見た目を印象付ける安定した姿勢は、体力みなぎる頃とも相俟って、演じる側だけではなく、観る側にも感動を与える。ただ、そこには落とし穴が待ち構えている。  原文を読んでいても、これまでとは違い、身体の扱い方に対する注意が特になされていないことに気付かないだろうか。言ってみれば、この時期は、多少の無理は承知の上、と。さらに、名人に芸競べを挑むほどの向こう見ずな態度を、若さや体力に任せて暗に奨励しているとも取れなくはない。身体の安定は、そこに根拠が有るか無いかを問わず、自信につながるとも考えられる。しかしそこで、勢いに乗った駿馬に対しては、巧妙な手綱の必要性が迫られるのである。  初々しい少年期の美も、「時分の花」として、その一過性の脆さを忠告していたが、ここにきて再び「時分の花」と、繰り返し忠告をしている。先に、少年期の美は、いわば「授かりもの」とみなしていることからの警告と言ったが、この時期は、試練の数年を経て「自ら掴んだ」身体が問題になっている点に注意が必要であろう。幼少の頃は、たとえ本人が望んだとしても、具体的な所作の数々をなるべくやらせないように制限していたが、この時点では、「物まねをも直にし定め、名を得た
らん人に事を細かに問ひて、稽古をいや増しにすべし」と、身体の機能を最大限に活用し、身体に芸を叩き込ませるような意気込みが至上とされている。見方を変えれば、今のうちに、今を逃しては、いつ、という、まるで危機感にも似た圧力が感じられる。早世を惜しまれる能楽師の故・観世寿夫（1925-1978）は、「この時期にこそ、あらゆる面で、あらゆる役の稽古をつみ重ね、その中から本当の発声や呼吸法を体得することが必要です。私の場合も、この二十歳前後には非常に多くの曲目を次々に教えてもらっています。」と言い遺している（観世 1983（1979））14）。  他の年齢の項に比べて、やや饒舌なまでのこの「二十四五」の項は、「初心」の時期と位置付けられている。ここで言う初心とは、未熟で、定まらない程度に留まっている状態を指す。精神に先駆けて肉体の充実を見るこの時期は、存外、短い期間に過ぎないことを後で思い知らされることになるが、そのことに気付いている役者は、少ないようだ。 
 3.5 「三十四五」  この頃の能、盛りの極めなり。ここにて、この
条々を極め悟りて、堪能になれば、定めて天下て ん がに許され、名望を得つべし。もし、この時分に、天下の許されも不足に、名望も思ふ程もなくば、いかなる上手なりとも、いまだまことの花を極めぬ
為手し てと知るべし。もし極めずば、四十より能は下がるべし。それ、後の証拠なるべし。さるほどに、上がるは三十四五までの頃、下がるは四十以来なり。かへすがへす、この頃天下の許されを得ずば、能を極めたりとは思ふべからず。  ここにてなほ慎むべし。この頃は、過ぎし方をも覚え、また行く先の手立てをも覚る時分なり。この頃極めずば、この後天下の許されを得ん事、かへすがへす難かるべし。 
  【大意】この時期の芸こそ、役者として最も充実する頃である。この教えの数々を、自分のものとして完全に理解し、芸も磨き上げているならば、都での評判も名声も、手中に収めたと
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言ってもよい。しかし、この年回りにあってなお、その域に達していないのであれば、たとえ上手の範疇にあっても、本物の名人とは言えず、数年もしないうちに、芸の力量も落ち始めるのだ。三十半ばのこの年頃は、これまでの自分の芸をいったん振り返って点検し、今後の自分の芸を、どのように打ち立てていくかということを考える時期でもある。ここできちんとその点を抑えておかなければ、それ以後、抜きんでた役者として世に認められることは、まず無理だろう。 
  7 歳の頃から歩み始めた修行の道のりは、およそ二十数年掛けて、一応の完成を見るべき時を迎えるのがこの三十代半ばである。その証明となるのは、天下、すなわち当時の都における役者としての評判である。他の並み居る役者を抑え、一番人気と称されているならば、十代の身体の変化や、二十代半ばの、ともすると傲慢に陥りがちな精神の弛緩という二つの危機を乗り越えて、これまでの厳しい稽古が、確かなものとだったと評価されることになる。しかし、その目安となる世間での評判がいまひとつというところなら、この先待ち受けているのは、身体能力の衰えと共に訪れる芸の衰えである。「上がるは三十四五までの頃、下がるは四十以来なり。」と、よしんば至らぬ点を克服しようとしても、時既に遅し、と、冷たく言い放っている。前項から十歳ほど経た年齢設定への記述は、再び身体に視線を戻し、言及している。  先に『風姿花伝』を概観する際触れたが、これまで述べてきた各条は、観阿弥の教えがもとになっている。つまり、当「年来稽古条々」は、観阿弥の経験と理解が下敷きになっており、それを世阿弥が言語化しているわけだが、観阿弥が「上がるは三十四五までの頃、下がるは四十以来なり」というようなことを言ったとして、後嗣に父祖の戒めを残そうと書いていた世阿弥は、まさにこの年頃に差し掛かっていた。自身が三十代後半にあって、この言葉を真理として受け止めていたに違いない。 
 600年以上も前の、しかも芸能者という特定の人間に対し、現代の基準で測定された、人間の加齢に伴う心身の変化を当てはめることは乱暴かもしれないが、近年の発達心理学諸説によれば、三十代前半までは上り基調で、そこでピークを迎えてからは、運動や学習など項目において多少差は生じるものの、徐々に下降の一途をたどるとされている点で（無藤ほか 1995）15）、観阿弥・世阿弥の言はなお有効であるといえる。「過ぎし方をも覚え、また行く先の手立てをも覚る時分」であるこの三十代半ばは、若さとの別れの時期である。目前に控えた、身体任せにすることはかなわないこれからの時期、新たなる方策を取る必要に迫られている頃である。いったん芸の完成を見たとは言ったが、これまでと同じやり方が通じなくなることは目に見えている。身体機能の低下に見合った芸のあり方を模索する段階に来たのである。たとえば、ジャックスは、古今の310余の画家・音楽家・作家や詩人などを対象に、その生涯における芸術的創作活動の変遷をたどり、多くの場合、三十代半ばこそが現実の終焉（死）をも含め、創造活動の停滞やそこからの脱却のように、劇的変化を迎える時期であると突きとめ（ Jacques 
1965）16）、その劇的変化を通り抜けたあかつきには、“the mode of work（仕事のやり方）”と、“the 
content of works（作品の内容）”の点で、これまでとは明らかに異なる特徴を、ミケランジェロの代表作とその制作時の年齢を例に取り、照らし合わせ指摘している。その彼の扱ったサンプルに、世阿弥や観阿弥が含まれていないのは当然としかいいようが無いが、口惜しい限りである。  「四十前後からは下り坂」と予言されていたことは、20世紀ではほかに、『風姿花伝』との接触はないが、C.G.ユングによっても言及されている。彼は1931年に発表した““Die Lebenswende,” 
Seelenprobleme der Gegenwart (The Stage of 
Life).”（Jung 2008（1969））17）において、40歳前後を人生の正午ととらえ、それ以降を人生の午後、すなわち日没に向かう衰退期と定義している。その論の中で、「あるインドの高位の兵士が中年に差
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し掛かった時に、夢に主神が現れ『これからは、女たちや子供たちの仲間に入り、女の格好をし、女が食べるものを食べるように。』と告げた。兵士は素直に従い、以後男性性を放棄したが特に苦しまなかった」というインドの説話を引いている。ユングは、このヴィジョンこそまさに、人生の正午における心的革命の表式であると見なした。男性として、身体機能も含め存在価値が、この頃を境に反対側へ移り始めると定義した。「兵士」という象徴的な男らしさの喪失と引き換えに、安寧を得というこの喩え話は、『風姿花伝』で求められているところの「行く先の手立て」を探る際、肉体の劇的転換を考える場合の手がかりとして、にわかに関心を引かないだろうか。男性（性）の反対側に女性（性）がある。身体が利く機動的かつダイナミックな芸から、身体を抑える、シンボリックな動きへの転換は、どちらもその特性を生かすことであり、否定するわけではない。しかし、これに関連しては、やはり実際の作品を扱ってより具体的に検証すべきだろう。 
 3.6 「四十四五」  この頃よりは、能の手立、大かた変るべし。た
とひ、天下に許され、能に得法とくほうしたりとも、それにつけても、よき脇の為手を持つべし。能は下がらねども、力なく、やうやう年が闌け行けば、身の花も、よそ目の花も失するなり。まづ、すぐれ
たらん美男は知らず、よき程の人も、直面ひためんの申楽は、年寄りては見られぬものなり。さるほどに、この一方は欠けたり。  この頃よりは、さのみに細かなる物まねをばすまじきなり。大かた似合ひたる風体を、やすやすと、骨を折らで、脇の為手に花を持たせて、あひしらひのやうに、少な少なとすべし。たとひ脇の為手なからんにつけても、いよいよ、細かに身を砕く能をばすまじきなり。何としても、よそ目花なし。  もし、この頃までに失せざらん花こそ、まことの花にてはあるべけれ。それは、五十近くまで失せざらん花を持ちたる為手ならば、四十以前に天
下の名望を得つべし。たとひ天下の許されを得たる為手なりとも、さやうの上手は、こと我が身を知るべければ、なほなほ脇の為手をたしなみ、さのみに身を砕きて、難の見ゆべき能をばすまじきなり。かやうに我が身を知る心、得たる人の心なるべし。 
  【大意】この年ぐらいからは、これまで通用していた芸の方策に、方向転換が求められるだろう。たとえ、どれほどの名人に上り詰めていたとしても、演じる上では、有望な若手と相互扶助の関係を築くのが賢明だ。いきなり演技力が落ちるわけではないが、寄る年波には抗えないことは、自他共に認めざるを得ないだろう。ここにきて、前にも述べた二つの果報のうちのひとつ、容姿が衰えるという現実が突きつけられる。素顔をさらすことや、身体を駆使するような演技を、極力避けることを心がけなくてはならない。自分が良いと思うほどのはなやかさはなく、傍から見るに、なんとも忍びないものだ。仮に、この年齢までなおも、役者として人を引き付けるような魅力があるならば、四十歳以前に、天下の名望を得ているはずであろう。そのような才気ある役者ならばなおさらのこと、己のことは己が一番よくわきまえているはずであろうから、そこは、次代を担う役者を引き立て、導き、わが身の疵をむやみにさらすような愚行は、慎まねばならない。 
  この年頃を書き記す世阿弥にとって、言われていることはある程度理解はできるものの、いまだ実感はわかない、というのが正直なところだったのであろう。当時の観阿弥にとって、世阿弥という次代を継ぐべきよき役者はいたが、観阿弥は観阿弥で、五十有余の項でも伝えられるように、亡くなる直前まで舞台に立っていた。ただし、若い頃のやり方から離れ、「物数をばはや初心に譲りて、やすき所を少な少なと」と、独自の路線を貫いていたのは、次項で言われている通りである。  役者の生命を左右する、身体能力の欠如、すな
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わち「老い」とどのように向き合うか。一座の他の若手に出番を振り分け、リスク回避の手段を取るのもひとつの選択であるが、自分の身体の状態に適した能を演じることこそが得策ではないか。出来ないことが出来るようになることが、これまでの稽古の目標だった。そのために、名人に習い、その教えを真摯に受け止め、到達するために必死に積み重ねてきたのである。しかし、この年齢ぐらいからは、出来なくなることに対し、「以前のように」出来ることを目指せとは言っていない。  出来なくなる現実を受容し、ならば、演じ方に工夫を施すという発想の転換が、ここにきて求められている。では、「三十四五」の項で予告した「行く先の手立て」は、それだけに留まるのか。このときは、まだそのように言い表していないが、作能の方針を組み立て直すことも、視野に入れるべきということが考えられる。能の役者は自分で台本を書き、演じ、レパートリーを増やすからである。見た目も落ち、身体の機能が落ち始めるなか、その現実に逆らわずに、上手に生かす方法はないか、と、世阿弥の模索も同時進行で行われていたことであろう。不要な失敗を避けるために、レパートリーを自分より若い役者に譲らざるを得ない状況は、中高年の役者の身体に適した能を作れば、打ち破ることが出来て、また新たなる道が切り開けるかもしれない。 
 3.7 「五十有余」  この頃よりは、大かた、せぬならでは手立あるまじ。「麒麟も老いては駑馬に劣る」と申す事あり。
さりながら、まことに得たらん能者のうじゃならば、物数ものかずはみなみな失せて、善悪見所は少なしとも、花は残るべし。  亡父にて候ひし者は、五十二と申しし五月十九
日に死去せしが、その月の四日の日、駿河の国浅間せんげんの御前おんまえにて法楽ほうらく 仕つかまつる。その日の申楽、こと花やかにて、見物の上下、一同に褒美せしなり。およそ、その頃、物数をばはや初心に譲りて、やすき所を少な少なと色へてせしかども、花はいや増しに見えしなり。これ、まことに得たりし花なるが
ゆゑに、能は、枝葉も少なく、老木お い ぎになるまで、花は散らで残りしなり。これ、眼まのあたり、老骨ろうこつに残りし花の証拠なり。   年来稽古 以上。 
  【大意】五十の大台に乗った以上は、たいていの場合、もはや演じないとしか、これと言った策はない。かつての駿馬も、年を取れば見る影もない、とはよく言ったものだ。ただ、そのように年は取っても、本物の芸を身に着けた達人なら、よしんばレパートリーが減る一方であっても、観る者を引き付ける魅力は残っているだろう。父、観阿弥は五十二歳で亡くなったが、その年齢の頃までには、レパートリーもずいぶん絞り、後進に道を譲りつつ、その身体に見合った効果的な芸風を築き、極めていた。その死の二週間ほど前には猿楽を奉納したほどだったが、その時の見事な演じぶりは、見物の人々のこの上ない賞賛を集めたものだ。この父の芸こそが、真に至り得た最高の技であり、言ってみれば、老い木になお花が咲くような、普通には有り得ない境地が、そこに繰り広げられていたのである。生涯に渡る稽古の心得は、以上である。 
  中国の故事を引くまでもなく、老残の身の処し方は「せぬ」、つまり役者としては、退場するほかないと切り出している。使い道が限られている役者など、無用の長物とでも言わんばかりの厳しさである。ここでも、まだその年齢に達していない世阿弥の想像が先走った感がある。しかし、身近な例として居た亡き父は、活躍の目安の年齢を過ぎても、実際には表舞台から消えてはいなかったことがここで伺える。四十代半ばから、あたかも準備を始めるかのように、「大かた似合ひたる風体を、やすやすと、骨を折らで」・「少な少なと」を心掛けて身体の時間に慣らしてきた成果を、早くも披露していたことが読み取れるだろう。もちろん、それは、これまで蓄積してきた技能の裏付けがあってこそのことである。その時々の花ではな
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く、「まこと」の花を体得した役者ならば、老い木に花を咲かせるようなことも可能になると、臆面もなく言っている。老い木ではあっても、枯れ木ではない。表向きにはじっと息をひそめているようであり、その実、内部では次なる美的境地の確率を眈眈と窺っているような、尽きることのない情熱さえ感じられる。  外見も動作も落ちていく中で取る方策は、自分の条件や状況に固執することではなく、その条件を最適化することによって勝算が見込まれる。既に自尊感情という概念を援用したが、自分の能力を適切に、かつ効果的に生かすという概念は、ホワイトが提唱した「自己効力感“competence”」 （White 1959）18）に端を発する。ホワイトによれば、それは「人間がその環境と効果的に交渉する能力」を意味する。失ったものを取り返そうとするよりは、今ある手段や条件で、よりよい成果を求めることと理解してもよいだろう。役者として命ある限り、「せぬ」ことに屈するばかりではない。ホワイトの論を借りれば、観阿弥は、身体能力の喪失と引き換えに、それまで積み重ねてきた技芸を最大限生かすような芸の域を目指し、次の段階を目指して実践していたことになる。このことは、積極的な取捨選択をはかり、個々の条件にとって最適化を図り、望ましい結果を得ることにつながる。  このような考え方は、発達心理学の分野ではバルテスがさらに発展させ、整理した（Baltes 1990, 
1993, 1997, 1998, 2000）19-23）。それらを要約すると、①人間はどの年齢段階でも獲得と喪失を繰り返すが、年齢が上がるにつれて、喪失が獲得を上回る。②年を取る中で、自らが持つ資源を、成長・維持・調整という機能で対処する。③前述②に関して、例えば、幼少期には成長、成年期には維持、そして老年期には調整というように、各発達段階で配分を適宜行う。④①～③までを踏まえ、「補償“compensation”」を伴う、「選択 “selection”」と「最適化“optimization”」という概念を提唱したのである。補償は、得られる結果ともみなされる。  バルテスは、上記④の例として、80歳を超えて
なおステージに上がった往年の名ピアニストA・ルビンシュタインの逸話を引き合いにしている。ルビンシュタインは、ピアニストとして生涯現役を続ける秘訣として、「レパートリーを絞る（選択）」、「絞ったレパートリーの練習を集中的に行う（最適化）」、「前の部分をわざとゆっくりと弾き、速く弾くべき個所を、ことさら速く弾かなくても聴衆には速く聞こえるようにする（補償）」ことを実践していたと、打ち明けている。加齢に伴うピアノの演奏技能に関しては、認知と実行能力の乖離を測る観点から、さまざまな実験が試みられているが、たとえば若年者群（平均年齢23.8 歳）と高齢者群（同、71.4 歳）のアマチュアピアニストに対し、等間隔・不等間隔の条件のもと、各パートが異なるリズムを示す曲を演奏させたところ、高齢者群の被験者には、等間隔で行った時はそれ程でもなかったが、不等間隔の制約のもとでは失敗が目立ったという報告（Krampe, et al. 2001）24）がある。年齢は技能を蝕むものの、全てにおいて絶望的ではないことを示す一例となろう。それも、基礎があるからこそであろう。  バルテスの理論に従って「五十有余」の項を読むと、「選択」として「物数を減らし」、「最適化」として「やすき所を少な少なと色へてせし」、そして「花はいや増しに見えしなり」との「補償」を獲得していたのが、まさに観阿弥だったということがわかる。そのようにして、観阿弥は老いてなお賞賛を集め、最後まで花のある役者として人生
を生き抜いたのである。世阿弥は、息男元能もとよしに伝授した『三道』（第 2 章参照）において、『後拾遺和歌集』中原致時なかはらのむねときの歌「梅が香を桜の花に匂はせて柳が枝に咲かせん」を引いている（奥田勲・表章他 2001）25）。当時の美の三位一体の取り合わせのような、現実離れした趣意であるが、それに近いことを既に観阿弥は成し遂げていたことを、世阿弥は既にこの頃確信していたかのようである。そして、その極意「老い木の花」こそは、まずは、近付きつつある老いに打ち克つための世阿弥自身へのヒントとして心の奥底にしまい、一旦「年来稽古条々」を結んだ。そして次の世代には、『三道』
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では和歌の比喩を用い、自助努力にて掴むべき「無上妙感の達人（無上の達人）」とつなげ、結んでいる点では、全くぶれていない。 
 4. 結びに代えて  世阿弥は、間近に迫りくる肉体機能の喪失に対しては、父が取った方法が大いに参考になると、この「年来稽古条々」を綴った頃は、すでに悟っていたことだろう。ただ、それだけではなく、世阿弥独自の方策も打ち立てなければ、生き残りを賭けた芸能者の激しい競争の中では、やがて立ち行かなくなることも感じていただろう。  これまで自身が苦心し、獲得した技の中でも、価値をさらに高めるために選択と最適化をはかり、補償を得る試みは取られるか。この「年来稽古条々」の段階では、人生後期の身体機能の変化は、まだ言い知れぬ不安として実体がはっきりしないまま、世阿弥の頭にもたげていたであろう。これからどうするか、座の命運もその肩に掛かっているのはさりながら、ひとりの役者として、世阿弥もこの時また、試練の時を迎えていた。どのような策を取るにしろ、まずは「まことに得たらん
能者のうじゃ」でなければ、成り立たない。身体の声に耳を貸す稽古に転じる必要性は、すぐそこまで来ている。「世阿弥のところではじめて老いの身体っていうのが、マイナスのものではなくプラスのものとして定位されてくる。」（松岡 1997）26）との指摘にも注意が必要である。  世阿弥が一人の役者としてどのような手段を選ぶかは、彼が実際に五十有余を過ぎた頃に記したと推測される『花鏡』を始めとし、彼のほかの緒論と共に、やはりその成果が表れる作品を突き合わせつつ検討することが必要であろう。今回は、「年来稽古条々」を中心に、役者の表現の器である肉体を鍛えつつ、年齢段階に応じて機能的に尊重していたことを確認することに留め、次の機会に改めたい。 
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